
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

●特別支援教育の充実

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

○★将来を見通したキャリア教育の充実
○★希望進路の実現のための個別最適な進路
指導

○進路意識が高まったと考える生徒の割合８
０％以上を目指す。
○卒業年次生の進路希望（第１希望）の実現率
８０％以上を目指す。

・キャリア教育講演会、進路講演会等、生徒の
実態に応じた講演会を開催する。
・担任、科、進路指導部、全日制進路指導部等
と連携を図りながら、生徒一人ひとりに最適な
進路指導を行う。

●学力の向上
○資格取得の促進 ○資格取得に積極的に取り組ませ、検定合格７

０％、国家資格取得５０％以上を目指す。
・資格取得のための補習を実施する。
・高度な資格の取得に挑戦する生徒に対し、個
別指導を行う。

●心の教育

◎★ふるさと佐賀への思いを醸成するための教
育活動の推進

○佐賀県の良さについて、その理解を深めるこ
とができた生徒８０％以上を目指す。

・「佐賀語り」を使用して、佐賀県の歴史や文
化、自然等について学ばせる。
・佐賀県について興味を持ったことを学習用ＰＣ
等を活用して、調べ学習を行わせる。

●健康・体つくり
○運動習慣の改善や定着化 ○基礎体力・持久力向上のために、授業におい

て、生徒の運動活動に対する満足度を９０％以
上にする。

・体育の授業を多くの選択種目の中から自分に
合った種目を選択できるように改善する。各自
が生涯にわたってスポーツに取り組む目標を定
めて課題解決をする授業内容を導入する。
・部活動を通して、生涯スポーツの基礎を身に
つけさせる。

・いじめ対応についての職員研修を前期と後期
に実施する。
・定期的に学校生活アンケートを実施して、いじ
めの早期発見・早期対応に努める。

６ 総合評価・
  次年度への展望

・
・
・

・

○特別支援教育に関する教員の専門性と意識
の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上したと
回答した教員９０％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情報共有

・ ・ ・

・

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・ ・ ・

★実践的・体験的な活動の充実と県内外への
情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合９０％以上、教職員の割合９０％以上
を目標とする。

・実践的・体験的な学習機会を積極的に設け、
生徒の満足度が高い学びを提供する。
・SNS等を活用し、学校の魅力を積極的に発信
する。

・

・ ・ ・

・定期的に「計算力アップトレーニング」を実施
し、学習の積み重ねによる達成感を持たせる。
・各教科で基礎学力定着のための時間を確保
する。

・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。

・前例に囚われず、業務の効率向上を図る意識
を職員間に浸透させる。
・職員間における業務の偏りがないか随時確認
し、年休を取得しやすい環境をつくる。

・ ・ ・

●「望ましい生活習慣と自己管理能力の育成」 ●「定期健康診断受診100％の実現
●健康診断結果による受診率50％以上を目指
す
●衛生意識を高め、給食前手洗い（及び手指消
毒）100％の実現
●「健康によい食事をしている」アンケート回答
100％を目指す

・定期健康診断未済者直接受診指導
・受診勧奨を定期的に実施
・保健だより毎月発行、講演会や個人面談を通
して健康に関する意識を高める
・給食時、手洗い・マナー等全教師で声掛け徹
底を図る
・食育に関する啓発活動を推進する。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○いじめの未然防止、早期発見、即時対応に向
けて、いじめの問題への対応に係る年間計画に
基づき、その取組を１００％実施する。

５ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○ホームルーム活動等を通して、人権・同和教
育や進路保障の学習会を実施し、基本的人権
の尊重を重視できる生徒１００％を目指す。

・ホームルーム活動等にて、人権・同和教育や
進路保障の学習会を実施する。
・人権・同和教育に関する講話を計画的に実施
する。

・ ・

最終評価 学校関係者評価

取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○基礎学力の定着 ○「計算力アップトレーニング」の積み重ねによ
り、基礎学力の向上を実感した生徒８０％以上
を目指す。

・

２ SAGAスクール・ミッション
  学校教育目標

〇県内唯一の工業科・普通科を併置する定時制高校として、個々の学びのニーズに応じた、きめ細かな
 指導を通して、広い視野を持った社会に貢献できる人材を育成する。

３ スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立鳥栖工業高等学校【定時制】

１ 前年度
  評価結果の概要

 ・計算力トレーニング等の取組により、生徒の学びに対する意欲が向上した。基礎学力向上と資格取得の取組については、今後も引き続き継続するとともに、各授業の魅力向上にも努める必要がある。
 ・各種技能検定試験に多くの生徒が挑戦し、第一種・第二種電気工事士や実用英語技能検定など高い合格率を上げた。各専門の教員が授業以外にも個別指導等を熱心に行った結果だと思われる。
 ・生徒の健康や食に関する意識は高いが、スポーツについては、苦手意識を持つ生徒もいる。体を動かすことの楽しさを実感させ、生涯にわたってスポーツを楽しむ習慣を育まなければならない。
 ・キャリア教育については、生徒一人ひとりの能力や適性、特性等を見極め、丁寧に対応することができた。次年度は卒業年次生のみならず、全学年の生徒に対し、定時制ならではの将来を見据えた手厚い指導が必要である。

４ 本年度の重点目標

ア 基本的生活習慣の確立を図る。
イ 学習意欲を向上させ、主体的・自主的な学習態度及び読み解く力を育てる。
ウ 進路指導の充実を図る。
エ 健康管理とスポーツの振興を図る。
オ 志を高める教育の推進を図る。

① 働きながら学ぶ意欲に満ち、落ち着いて真面目に
 学習活動に取り組む生徒を求めます。
② 学校のルールを守り、社会生活の基本を身につける
 意欲に満ちた生徒を求めます。
③ 学ぶことの意味を考え、学びを通して自らを高める
 努力を惜しまない生徒を求めます。
④ 各種検定や資格取得にも意欲的に取り組むことができる
 生徒を求めます。

① 生徒個々のニーズに対応した教育課程の編成を行い、
 適宜、見直しや創意工夫に取りくみます。
② 生徒の実態に応じた教材の精選、指導の工夫・改善、
 能力に応じた個別最適な学び等、分かりやすい授業の
 実践に取り組みます。
③ 基礎学力の定着と専門教育の充実を図り、学習意欲の
 向上及び読み解く力を身につけます。
④ 各種資格取得の意義を理解させ、生徒の主体的な
 取り組みを図ります。
⑤ 進学を志す生徒に対して、進学に必要な学力を保障
 するため、個に応じた学習指導の充実に取り組みます。

① 働きながら学ぶ生活を通して、基本的生活習慣の
 確立した生徒を育成します。
② 生徒集団の中で、他者との触れあいを深め、
 思いやりのある生徒を育成します。
③ 学習意欲を向上させ、主体的・自主的な
 学習態度及び読み解く力を育成します。
④ 学習内容を明確化して､専門性の基礎・基本を
 重視した指導を行い、創意工夫のできる実践的な
 技術者を育成します。


